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その後の西シベリア油田㊧

ガス山群③

資料情報係

工nformationServiceSection

フョｰドロフカ(Fyodorovka)油田

本油困はチュメｰ二州スノレクｰト区に位置しスルグ

ｰト地形のチョルノレチェンスクドｰム状隆起体南東

部に分布する北スルグｰトフョｰドロフ酉フョｰド

ロフ北フョｰドロフモホボｰ工東モホボｰ工の各

局地性ライズに胚胎されている(第1図).この油閏に

対する探査試錐は1962年に始まり翌1963年に北スノレク

ｰト局地性ライズのBSユ層中で油層カミ発見されはしたカミ

結果が思わしくたかったので一たん探査が中止され

地球物理探査の資料を再検討して北スルグｰトライズ

とフョｰドロフライスとの接合状況か把握されてから

1971年に探査試錐カミ再開され新油層の発見が相継ぎ

その油層数は9層を数えるようになった(第2･3図).

AS｡一｡層とAS｡層にはガスキャヅプが存在する.

Yu2層油層これはチュメｰ二累層上部層(J｡.吾)に胚

胎されYu｡層は砂岩層を爽在した泥岩層とシノレト岩層

の不規則な互層から放り産油量は深さ1,428mの層圧

レベルで!弁当り4.0m畠/目である.油
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層は孔隙型貯留層･堆積相型遮蔽の塊状層

である

､三BS｡冨層油層この油層はメギオン累層アチ

ｰ

モフ層(K｡)中にある.BS1･層は細粒質

石灰質砂岩灰色泥岩シノレト岩のレンズ

状互層で産油量は深さ1,240mの層圧レ
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ベノレで1弁当り16m畠/目に達する.満水

界面は標高一2,500狐油柱は75m油層

は孔隙型貯留層による層状層である.
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BS1｡層モホボｰ工油層これはモホボｰ工局

地性ライズ(第1図参照)の部分に位置し

そのBS1o層は泥層の薄層を爽んだ砂岩か

ら狂りライズ全体に拡がっている.産

油量は1弁当り155m3/目(8mmビｰン)

に達し本油田の主油層と扱っている.

第1図フョｰドロフカ油固AS･層上面

による構造図
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AS壬層上面の等高線

石油胚胎鉱画

天然ガス胚胎鉱画

石油

天然ガス

試錐井�
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油層としては孔隙型貯留層の層状一ドｰム状油層に分

類できる.

皿S1･層東フョｰドロフカ油層この油層は東フョｰドロフ

局地性ライズに胚胎されている･そのBS･･層は薄い泥

層を爽んだ砂岩層でこのライズ全体に拡カミる.産油

量は8mmビｰンで166m3/目･井に達しこれも本油田

の主油層となっており前記のモホボｰ工油層とつな

がっている可能性カミある.油層のタイプも前記モホ

ボｰ工油層と同じである.

BS､｡層西フョｰドロフカ油層これは西フョｰドロフ局地

性ライズに発達する.そのBS｡｡層は薄い泥層を爽ん

だ砂岩からなり酉に向って砂岩から泥層に移り変って

いる･油層(産油量42m畠/日･井)は層状ドｰム状を呈

するが西部と南部では堆積相遮蔽を受けている可能性

がある.貯留層のタイプは孔隙型に属する.なお

フョｰドロフ局地性ライズ(第1図参照)の小油層とつな

がっている可能性が大きい.

BS｡層油層これはフョｰドロフ西フョｰドロフモ

ホボｰ工の各局地性ライズに拡がる広大な油層である.

BS･層は泥層の薄層を爽有した砂岩層でこの砂岩の開

放孔隙率は25-28%透水度は≦150mDまた産油量

は8mmビｰンで82m3/目･井である.油層は層状を示

し貯留層のタイプは孔隙型に属する.

BSエ層北スルグｰト油層この油層は北スルグｰト局地性

ライズに胚胎されそのBS･層は薄い泥層を爽んだ砂岩

層であるが西に向って泥層の量が多くなる.油層は
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第2図フョｰドロフカ油田のバランジュ階産油層

による構造図

1産油層の等高線2石油胚胎鉱画

3産油層欠除帯4試錐井

孔隙型貯留層による層状およびドｰム状のものである.

AS｡層油層これはフョｰドロフ･モホボｰエ両局地性

ライズに拡カミる一体の油層でありAS･層は泥層の薄層

を爽んだ細粒質の砂岩層産油量は16m3/目･井(ユ2m血

ビｰン)貯留層のタイプは孔隙型油層の形状は層状お

よびドｰム状である･なお池水界面付近には堆積相
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フョｰドロフカ曲目ヨ産油･産ガス層の第2図I-I1および皿一皿'断面

1砂質岩2泥質岩3天然ガス4石油�
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遮蔽の可能性があると考えられている.

AS｡一個層天然ガス･油層これは本油田全域に拡がる大き

なものだが産油量は16m3/目･井(11mmビｰン)産ガ

ス量は405m3/目･井と能率は高く狂い.As｡一｡層は砂

岩･シノレト岩･泥岩の互層であり油層はガスキヤップ

を有し層状一塊状を示し貯留層のタイプは孔隙型で

ある.

AS｡層石油一天然ガス層これも本油田の全域にわたって

発達している.AS･層そのものは泥層とシルト岩層を

爽有した砂岩層でその産油量は11mmビｰンで1弁当

り42m呂/目天然ガスの場合は285m3/目である.貯

留層のタイプは孔隙型に属する.

本油田において正式に採油が始められたのは1973年の

秋からである.同年の産油量が20.3万tにすぎないの

は同年の採油期間カミ短かく採油井が少なかったためで

その後の油田別産油統計が発表されていないので詳らか

では校いカミ現在も学術雑誌にしばしば研究結果が発表

されていることやその論文内容からみて次お盛に採油

が続けられ未然ガスも採取され採油量も増大したも

のと考えられる｡世界第2の産油国アメリカの例えば

カリフォルニア油田灘にみられるような1弁当り

2-4mヨ/目多くても9-11m3/目という数字に較べれ

ばはるかに能率のよい油田でありしかも多層油田であ

るからには発展を続けているとみるのが妥当であろう.

サモトロｰル(Samot1or)油田

この油田はニシュネワルトフスク市の北一北酉オビ

河の右岸側に位置しニシュネワルトフスク地形タルホ

フ隆起部南部で1963-1964年に実施された反射法地震探

査の成果であるサモトロｰルマルトフベロショｰル

ヌィムィブハイマロサモトロｰノレハウイの各局地

性ライズを連ねて連続胚胎された世界の5指に入る

巨大油田である.もちろん現在のところソ連最大の

油田である･この局地性ライズ弾の連結した外形は円

形に近く反射層rB｣によるヘッドは160mそのBV&

層の上面によるヘッドは130mに減少しタｰリツァ累

層(廃新統)の上面ではそれがさらに40mに減っている.

この油田の産油量は産油開始の1969年に135.0万t

1970年に428.9万t1971年に992.9万t1972年に

2,114.5万t1973年に3,900.6万t随伴ガスの生産

量は1971年に50億m31972年に340億m31973年に

620億m3といずれも増大しつづけ1979年には産油量

が1億tをこえた模様である.いずれ《エコノミｰチ

ェスカヤガゼｰタ》紙を賑やかすことであろう.そ

ろそろ生産のピｰクを迎える頃と思われるカミ産油量

の急激な減少は考えられない世界屈指の巨大油田で

その埋蔵油量はミッチェノレ氏らの推定値で24億kZ(1970

年)である.しかしこの推定値はあまり信じられて

いない.現在では32億t前後とみるのが正しいようで

ある.大規模な水攻採油法が用いられていてその採

油率は55-60%に達している.

本油同ヨに対する探査試錐は1965年に開始され同年

その探査第1号井によって本油田が発見されたと記録さ

れている.

基盤岩層は地表下2,743m以深に分布しその上位に

チュメニ累層さらにその上位にジュラ系上部統白亜

第4図サモトロｰル沖田のポンプス

テｰション

(《今日めソ連邦》誌から)�
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系古第三系が重なり新第三系を欠きノボミハイロ

フ累層(漸新統中部階)の上に厚さ40mの第四系がのってい

る.そして本油田の堆積層の総層厚は2,700-2,900

皿である.

本油田は多層油田で油層は地表下1,000mから2,230

血に存在するBY11層BV･･層校ど9層中に胚胎されて

いる(第5図と本誌第308号の第7表参照).

BV1･層油層BV･･層はバランジュ階に相当しメギオ

ン累層中部層中地表下2,150-2,230mのところに認め

1られる･この油層はサモトロｰル局地性ライズに胚胎

されBV･･層はシルト岩と泥層の薄層を爽んだ砂岩で

構成されNEおよびNWの方向に向かって次第に泥層

に変る.油層上位の泥質被覆層の厚さは5-6mであ

.る.

この油層は層状だカミBV1｡層の傾斜にそった下方で堆

積相遮蔽のために少し乱れている.しかし産油量は大

きく(第308号第7表参照)貯留層のタイプは孔隙型である.

=BV｡｡層･BV'｡｡層油層BVlo層･BV1旦｡層ともバラン

ジュ階に属し地表下2,125-2,250mのところメギオ

ン累層中部層中にありサモトロｰルベロショｰルヌ

ィハウイの各局地性ライズにまたがって分布しレン

ズ状の粘土層を伴った砂岩からなるがNW方向すな

わちマノレトフ局地性ライズの側に向かってその砂岩が泥

層に漸移している.砂岩の開放孔隙率は21-26%透
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水度は500㎜Dないしそれ以上である.貯留層である

この砂岩の被覆層はメギオン累層の泥質岩でその厚さ

は最大60-70mであるがサモトロｰル局地性ライズの

頂部にだけその被覆層中に厚さ5-6mの薄い砂岩層

がみられる(BV.o層の上面から上位20-25mの位置).

1弁当りの産油量は8mmビｰンで少なくとも52m3/

目多い井戸で160m3/目層圧は220kg/cm2層温75.c

ガス要素100m畠/m3石油中のガス飽和圧は100-110

kg/cm2池水界面は東に傾きその標高が一2,152一一

2,157m油柱は95-100㎜である｡

この油層の産油量はとくに多く貯留層のタイプは孔

隙型で油層の形態は層状およびドｰム状であるが堆

積相遮蔽現象によって傾斜方向の下位では形カミ乱れてい

る.

BV･層油層(バランジュ階)この油層はメギオン累層上部

層中の地表下2,020-2,135mのところにあってサモト

ロｰルマノレトフハウイベロショｰルヌィの各局地

性ライズにまたがって広がっている.BV8層はシノレト

岩･泥岩の薄層を挾有した砂岩からなりその上位の泥

質被覆層の厚さは5-8mである.

産油量(8㎜mビｰン)は100-200m3/目･井層圧は210

-218kg/cm2層温65-77.cガス要素70-100m3/m3

石油中のガス飽和圧100-110kg/cm2満水界面は東に

傾斜して海抜一2,071一一2,076mに位置し油柱は110

_115mである.
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第5図サモトロｰル油田地
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貯留層のタイプは孔隙型油層の形態は層状およびド

ｰム状で1弁当りの産油量は大きい｡

Ay｡層油層(オｰナリｰブ階)この油層はバノレトフスク

累層上部亜累層下部層に胚胎されそのAy･層はシノレ

ト岩と泥層の薄層を挾有した砂岩からなる.

第16a号井で試験採油したときの産油量(地表下1,793

-1,798m)は58m窩/目･井(8mmビｰン)であった.層

圧は174kg/cm2層温は62.cである.

貯留層タイプは孔隙型油層の形態は層状であるが

優斜方向下方では堆積相遮蔽のために複雑な形状になっ

ている.

AV一､｡層油層(バレｰム階)この油層はバルトフスク累層

上部亜累層中部層中にあって地表下1,685-1,748mに

位置する.そのAy･一･層は泥層の薄層を挾有した砂岩

からなり有効層厚はところによっていちじるしく異在

りサモトロｰル局地性ライズの頂部では全層厚の80-

90%であるが酉と東の両方向に向って0%まで下カミる.

その砂岩の開放孔隙率は19-29%透水度は≦1,170mD

である.この油層上位の泥質被覆層の厚さは20-40m

で同被覆層中にも砂岩の薄層がみられる.

1弁当りの産油量は8㎜mビｰンで93-162m3/目

層圧は172-178kg/cm2層温は57-620cガス要素は

160m･/m3石油中のガス飽和圧は150kg/cm2池水界面

は東に傾斜し海抜一1,685一一1,693mに位置し油柱

は55-63mである.な弟このAV4-5層は水理力学的

には次のAV2-3層につ匁がっているものと推定されて

いる.

貯留層タイプとしては孔隙型に属し油層は高い産油

性を示し全体として層状を呈するが傾斜方向下方で

は堆積相遮蔽によって形が乱れている.

AV｡一註層油層(バレｰム階)この油層はサモトロｰル

マノレトフハウイベロショｰノレヌィ各局地性ライズ範

囲のバルトフスク累層上部層中にあって地表下1,640

-1,750mに広がる.Ay｡一｡層は構成が複雑であるが

主として砂岩泥岩シルト岩の互層からたり上部は

砂岩相として本油田の局地性ライズ灘全域に拡がり層

厚の大部分を占める下部はサモトロｰル局地性ライズの

頂部に向って非透水性粘土一シルト岩に移り変っている.

この油層の上位被覆層は厚さ2-5mのバノレトフスク累

層被覆層緑色泥質岩層である.

各採油井の産油量は8mmビｰンで66-137.6mヨ/目

層圧は169-182kg/cm2層温は57-65.cガス要素は

160m3/ma石油中のガス飽穐圧は150kg!cm2池水界

面は海抜一1,693m(まだ確定値ではない)油柱は100-

108mである.

貯留層は孔隙型に属し油層は産油性が大きく形態

は層状であるが上記油層の場合と同じように堆積相遮

蔽によって傾斜方向下方では形が乱れている.

Ayユ層ガス･油層(アプト階)この油層は本油田の局地性

ライズ弾全域にわたりアルィム累層下部層中にあって

地表下1,610-1,780mに分布する.AV1層そのものは

泥層とシノレト岩の薄層を伴った砂岩で上盤被覆層はコ

シャイ亜累層の厚さ20-25mの泥層である.

各油井の産油量は8mmビｰンで最大66m3/目である

カミガスキャップを伴っているために天然ガスが40-501

万m3/目･井産出する.このガスの産出に伴って少量の

石油も出てくる･なおAV･層の拡カミりからすると

本油田はチュルノコｰルスク油田アガｰン油田メｰ

ギオン油田バｰテンスキｰ油田北ポクル油田とつ祖

がっていることになる.

PK｡層ガス層この天然ガス層はポクル層(K､.｡PK)上位

被覆層に胚胎され貯留層タイプは孔隙型に属しガス

層は塊状を呈し産出量は1弁で最大200犯8/目である､

ヴァルトフスカヤｰソヴィェｰト(Vartovskaya-

Soviet)油田

この油田はオビ河の本流低地にあってサモトロｰノレ

油田の南東に位置する.この油田はニシュネワルト

フスクソスナｰソヴェｰツキｰメドヴェｰデフの

各局地性ライズ(ニシュネワノレトフスク地形ソスナｰ一メドグ

ェｰデフ隆起堆西部で行なわれた1957一ユ959年の反射波地震探

査で把握されたもの)に拡がっている.その局地性ライ

ズ灘の全体的な伸びの方向はNW-SE地震波反射層

B層によるライズのヘッドは120mであるカミその上位

層である暁新統クリック累層ではそのヘッドが20mに

減少している.

本油田での探査試錐は1960年に開始され1962年にゾ

スナｰ鉱区1963年にソヴエｰツキｰ鉱区とメドヴェｰ

デフ鉱区1964年にニシュネワルトフスク鉱区のそれぞ

れ油層カミ発見され1966年にまづソヴェｰツキｰ鉱区で

採油が始められた.そして1966年には5.06万t

1967年には23.10万tにすぎなかった産油量が1969年

に147-5万t1971年に473.5万t1973年に669.0万t

と増大し現在では西シベリア第3の大油田に成長し

ている.なお随半ガスの生産が1972年から始められ

ている.�
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基盤は5本の試錐で確認され炭質粘板岩苦灰岩化

石灰岩からなりしかもその上部には厚さ≦45mの風化

殻が発達している.この基盤上(風化殻上)にチュメ

ニ累層さらにその上位にジュラ系上部統白亜系古

第三系が分布し新第三系を欠き局地的に第四系(厚

さ4ト60m)カミ堆積している.そして本油目ヨの堆積

層の総層厚は2,700-2,900mに達する.

本油固ではJf層など12の層中に油層が分布している

(第6･7図).

その開放孔隙率は20%前後である.この砂岩はメドヴ

ェｰデフ局地性ライズの頂に向って尖減し環状構造の

層相一層位トラップを形づくる.油層の被覆層は厚

さ10-15mのチュメニ累層バグラス層泥質層でライズ

の頂ではそれカミ基盤上に直接のっている.

この油層の1弁当り最大産油量などの諾元については

本誌第308号第7表にまとめてあるのでそれをみてい

ただきたい･以下2･3の油層についても同様に取扱

う.なおこの油層のガス要素は40m3/m呂である.

Jf層油層(アｰレン階?)この油層はチュメニ累層メド

ヴェｰデフ層上部層中の地表下2,700-2,730mに存在す

るが分布範囲はメドヴェｰデフ鉱区内に限られている.

Jf層そのものは基盤岩層上にあって砂岩で構成され

第6図ヴァノレトフスカヤ油田の油井群

その荒涼たるたたずまい

(《今日のソ連邦》誌から)

J｡層油層(カロｰブ階下部層)この油層はチュメニ累層上

部層中の地表下2,520-2,527mの部分に存在するがそ

の分布範囲はメドヴェｰデフ局地性ライズに限られてい

る.J2層そのものは砂岩シノレト岩泥層のレンズ

状互層からなり油層の被覆層となっているのはヴァシ

ュガｰン累層下部層の泥質岩でその厚さは30mである.

この油層の産油性は低い.

J｡層油層(ジュラ系上部統)これはメドヴェｰデフ局地性

ライズ範囲のヴァシュガｰン累層上部層中に地表下

2,449-2,459mのところに分布する･J･層はシノレト岩

と泥層の各薄層を爽有する砂岩で構成されその砂岩の

開放孔隙率は15-23%(平均19%)透水度は6-835mD

(平均200mD)である.油層の被覆層はゲオルギエフ累

層バジェノヴォ累層クロムザｰ累層の泥質岩でそ

の厚さは併せて35-40mである.この油層の産油性は

講

ヴァルフトスカヤ油田への道

西シベリア油岡･ガス田群への道路はそのほとんどが湿地や

ツンドラときにはタイガを切開いて作られた.サモト回一

ル油田への道路はソ連一高くついた.1km100万ノレｰブル

(《今日のソ連邦》誌から)�
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第8図ヴァルトフスカヤｰソヴイユｰト油田

A-Ay｡層上面による構造図B一産油･産ガス層の断面図

1-AV｡層上面の等高線2一油層の外郭3一試錐点4一砂岩5一泥岩･シルト岩

6一産油砂岩7一合ビチュｰメン泥岩8一石灰岩9一風化殻10-P乱反射層

あまり大きくたい.

BV｡｡層西油層(バランジュ階)この油層はニシュネワノレ

トフスク局地性ライズとソスナｰ局地性ライズ北ドｰム

部分にわたるクロムザｰ累層上部層中地表下2,16〔←

2,185㎜のところに分布する｡BV1･層そのものはシ

ルト岩と泥層の各薄層を伴った砂岩からなりニシュネ

ワルトフスク局地性ライズの東部単斜構造部では泥層

の量が多くなる.油層の被覆層はクロムザｰ累層の泥

層でその厚さは45-50mであるがごく薄いシルト岩

と砂岩の層を爽んでいる.産油量は最高の油井で102

m3/目(8mmビｰン)に達しているが本油田の油層の

中では6番目の産油性ということになる.

BV｡｡層南油層(バランジュ階)この油層はソスナｰ局地

性ライズ北部単斜部の西側部分にあって小規模たドｰ

ムに位置する.油柱7血の油層であるが産油性はと

るに足りない.

Byユ｡層東油層(バランジュ階)この油層は産油性が本油田

最高のもの(8㎜㎜ビｰンで150-200㎜3/目･井)でソスナ

ｰ･ソヴェｰツキｰ両局地性ライズに拡カミり地表下

2,120-2,165㎜のところに分布する.この場合のBV･･

層はシルト岩の薄層を伴った砂岩からなりその砂岩の

開放孔隙率は23-29%透水度は110-547mDから3,485

mDに達する.油層の被覆層となっているのはクロム

ザｰ累層の泥質岩でその厚さは3ト35mである｡そ�
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ヴァルトフスカヤｰソヴィユｰト油田

A-BV･｡層上面による構造B一産油層･産ガス層の断面

1-BV｡｡層上面の等高線2一油層の外郭3一試錐点

4一砂岩5一泥岩･シルト岩6一産油砂岩

の被覆層の基底に厚さ1-2mの2層の帯水砂岩層カミあ

って両者は厚さ2-5mの泥層によってへだてられな

がらこの油層の分布範囲の大部分に拡カミっているのも

一つの特徴といえよう.なお油層のガス要素は60-

90m3/m3石油中のガス飽和圧は98-103kg/cm2である.

BV･層油層(バランジュ階)この油層はニシュネワノレトフ

スク局地性ライズのタラ累層中部層中の地表下2,050-

2,070mのところにありBV｡層はレンズ状の薄い粘土

層を伴った厚い砂岩からなる･油層を蔽う泥層は最大

層厚カミ6-8mであるカミ東側のソスナｰ局地性ライズ�
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では砂岩に変っている.

採油テストの結果では地表下2,052-2,063mから8

mmビｰンで124.9m3/目･井の産油を得た.その際の

層圧は209kg/cm2層温74.cガス要素90m3/m3石油

中のガス飽和圧は98kg/cm2油柱は約20m池水界面

は標高一2,030mで産油能が高いことが一つの特徴と

なっている.

BV､層油層(バランジュ階)この油層はニシュネラルトフ

スク局地性ライズの東翼単斜部のタラ累層上部層中の地

表下2,040-2,055mに位置し貯留層であるBV｡層は

泥層の薄層を伴った砂岩からなる.

採油テストの結果によると地表下2,042-2,046mか

ら産油量24.7m3/目･井湧水量98.9m3/目･井(8m皿ビ

ｰン)をえた.そのガス要素は110m3/m3満水界面は

まだ確定的ではないカミｰ応標高一2,000mとされ油

柱は10-15mと概算されている.ソ連の規準でいえぱ

これも産油量のカテゴリｰは高である.

BV･層油層(オｰナリｰブ階)この油層はソヴィエｰツキ

ｰ局地性ライズ北ドｰム範囲内のヴァノレトフスク累層下

部亜累層上部層中の地表下1,900-1,910mの部分に存在

する.BYi層そのものは砂岩を主な構成岩とするが

走向と傾斜の方向に砂岩薄層を爽有したシルト岩質泥岩

に漸移する.この砂岩の開放孔隙率は25-28%である.

油層上位の被覆泥岩層は厚さが10-14mだカミその中に

は厚さ1-2mの砂岩の薄層が介在している.

前記の第17号井によると地表下1,903-1,908mの部

分から140.5m3/目･井(8mmビｰン)の産油カミあり同

部分の層圧は195kg/cm2ガス要素が100m3/m3石油申

のガス飽和圧が100kg/cm2池水界面カミｰ1,870m油

柱が10mで産油能は高いというカテゴリｰに入る.

Ay･層油層(バレｰム階)この油層はソスナｰ局地性ライ

ズ内のヴァルトフスク累層上部亜累層中部層中の地表下

BV｡一｡層油層(バランジュ階)この油層はニシュネワルト

フスク局地性ライズ東斜面のヴァルトフスク累層下部層

中の地表下1,990-2,020mにありBV4-6層そのものは

砂岩と泥層の互層で油層を被覆する泥層は厚さが最大

5mである.

第35号井での測定結果によるとこの油層の産油量は

地表下1,997-2,004mから8mmビｰンで111m3/目層

圧は203kg/cm2ガス要素は65m3/m3池水界面はBv6

層の上位標高一1,973mに位置する.なおこの第

35号井の2,023-2,030mの部分から多量の油膜を伴った

10甲3!目の湧水がみられた･油柱は約30mで産油能

は高い.

By･一ヨ層油層(オｰナリｰブ階)この油層はソヴェｰツキ

ｰ局地性ライズ北ドｰム範囲内のヴァルトフスク累層中

の地表下1,934-1,944mにありBy｡一｡層は多数の泥層

の薄層を伴った砂岩層であるがこの泥層の量は下部に

なるほど少たくなっている.砂岩の開放孔隙率は24-

25%透水度は0.3-0.8mDから1-2mDである.

油層上の泥層は厚さが最大5mという.

第17号井による測定値としてこの貯留層の湧出量は

地表下1,934-1,942mから8皿mビｰンで石油カミ1,86m3

/目･井水が60m3/目･井32mmビｰンで石油が25.2m3

/目一井水が67.3/m3目･井でありその層温は59.c

満水界面は標高一1,903m油柱はほぼ10mである.

産油性は小さい.

一項
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第10図スルグｰト地形ネオコム階貯留層の分布予測図

局地性ライズ発達帯(I-1皿級貯留層発達帯)

〃(皿一1V〃)

〃(M-V〃)

局地性ライズ

既知油田(1一リャントｰル2一ヴィｰンガ

3一フィストリンスキｰ4一ヴェルシンノエ

5一北スノレクｰト6西スノレクｰト7一プラ

ヴダｰ8一ウスチｰバルィｰク9一カルカテ

ｰエフ10一テプロフスキｰ11一オチムカ12一

マｰモントヴォ13一中バルィｰク14一南バル

ィｰク15一マｰロバルィｰク�
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1,730-1,740m部分に存在しAV｡層は砂岩からなるが

この砂岩は傾斜にしたカミって泥質シルト岩に移り変って

いる.ライズのドｰム部分でのAY｡層の厚さは急激

に薄化しこの層上の被覆泥層の厚さが9-15mとなる.

第4号井での測定結果によると地表下1,751-1,754

mの部分から8mmビｰンで1m3/目･井の石油22m3/

目･井の水･油エマルジョン47m･/目･井の水カミ湧出しそ

の部分の層圧は183kg/cm2ガス要素はほぼ10m3/m3

である.さらに油水界面は標高一1,715m油柱は

約10mだカミ産油性は小さい.

AV･一島層油層この油層は油田最上位のドｰム部分にあ

る一AV｡一｡層は砂岩シノレト岩泥岩の互層である.

産油量は100m呂/目･井(8mmビｰン)で小さくない.

満水界面は標高一1,671m油柱は19mである.

AV､層油層(アプト階)この油層はアルィｰム累層下部

亜累層の砂岩を貯留層としてメドベｰデフソヴェｰト

ソステｰの各局地性ライズとニシュネヴァノレトフスク局

地性ライズ東部にまたがって分布し賦存深度は地表下

1,650-1,695mである.Ay1層はレンズ状シルト岩･

泥岩を爽有した砂岩からなるかニシュネヴァルトフス

ク局地性ライズの西部ではレンズ状･のう状の砂岩を伴

なったシノレト岩･泥岩に急変する.貯留層である砂岩

の開放孔隙率は20-25%透水度は1-2mDから146

mDと変動カミ大きい.

8mmビｰンでの産油量が最高のもので160m豊/目･井

(11-160m暑/目･井)層圧165-172kg/cm･層温52-57

.Cガス要素50-80m呂/m3満水界面の標高一1,640

～一1,652m油柱45mである.油層は西部では層相

変移帯に被覆されている.

南スルゲｰト(Yuzhno-Surgut)油田

この油田は1973年に発見されたものでスノレクｰト隆

起体の南斜面に位置しBS｡｡層BS11層BS1｡層の

3層中にそれぞれ油層が把握されているカミ水理力学的

には互いにつながっているらしい.

BS｡卜｡｡層油層この油層はメギオン累層上部層に属する

BS･･一1･層中の油層でトラップは3方から泥層帯に境

されてBS･･一12層が湾状に発達することによって形づ

くられた.この油層は酉スルグｰト油田から幅2-

5kmの泥層帯でへだてられている.

産油量は8mmビｰンで128m3/日･井満水界面は標

高一2,347m油柱は125mである.採油の開始がいつ

であったかよくわから狂いカミすでに開発に移っている

様子である一(つづく)

剰��生洲
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第11図南スノレクｰト油田BS,o産油層中の層灰分

布図

ユシルトｰ泥岩

2水飽和シルトｰ砂岩

3石油飽和層

4層圧曲線

5採用層圧曲線(R∫p1)

第12図

サモトロｰル油田からボルガ河まそ2,200kmの

(《今日のソ連邦》誌から)�


